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）76.8%

96.1%

3.9%

株式会社ティエスエス・データ・サービス【関連会社】

468名（平成19年9月末現在）【従業員数】

金融コア型経営 （金融・保険【 特 徴 】

1.ソフトウェア開発

2.情報システムサービス等

【事業内容】

3億 7,698万円【 資 本 金 】

東証二部 (2007年3月12日上場)【上場市場】

1971年（昭和46年）6月【 設 立 】

会社概要



Ⅰ．平成２０年３月期中間業績
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当中間期における日本経済は、個人消費の伸びが横
ばいにあるものの、企業収益の改善や設備投資の増
加、雇用情勢の着実な改善がみられることなど、景気
は回復している。

情報サービス業界においては、経済産業省の特定
サービス産業動態統計によれば、当社が主力とする
受注ソフトウェア売上高は平成19年4月～8月ベースで
3.5％程度の伸展を記録している。

当中間期の経営環境
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（連結ベース、単位：百万円）

平成20年3月期中間業績概要（対予想値）

6.43,7083,485売 上 高

－6.8％6.5％中間純利益率

11.1251226中 間 純 利 益

－11.9％11.1％経 常 利 益 率

14.5442386経 常 利 益

14.1438384営 業 利 益

増 減 率 ％
平成20年

3月期中間
期初予想値
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（連結ベース、単位：百万円）

平成20年3月期中間業績概要（前年同期比）

12.35,3534,768総 資 産

15.03,0672,667純 資 産

12.2251223中 間 純 利 益

16.3442380経 常 利 益

16.4438376営 業 利 益

15.33,7083,216売 上 高

増 減 率 ％
平成20年

3月期中間

平成19年

3月期中間
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中間期ビジネスハイライト

金融系ビジネスの伸展

証券ビジネス 8億6,943万円（対前年比167.4％）

生保ビジネス 7億9,936万円（対前年比116.7％）

損保ビジネス 5億9,609万円（対前年比130.7％）

銀行ビジネス 4億0,605万円（対前年比116.8％）

⇒ＮＲＩのｅ-パートナーとして保険・証券ビジネスに積極
的に参画

⇒公務・教育等から金融系に人員をシフト
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運輸通
信

15.8%

電力
6.0%

その他
15.5%

証券
16.1%

銀行
11.0%

生保
21.4%

損保
14.2%

金融・保険：64.1

＜平成19年3月期中間＞

＜エンドユ－ザベ－ス＞

業種別売上高 (%)

金融・保険：76.8

＜平成20年3月期中間＞

運輸通
信

11.4%

電力
2.9%

その他
13.5%

証券
23.5% 銀行

11.0%

生保
21.6%

損保
16.1%

金融・保険

その他

電力運輸・通信

（公務5.9％、卸・小売
3.1％、教育2.7％など）
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（百万円）

1. ㈱野村総合研究所
（1140百万円、30.8％）

2.富士通㈱
（351百万円、9.5％）

3.日本ﾕﾆｼｽ㈱

（343百万円、9.3％）

セグメント別売上高
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情報システムサービス
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中間期の主な売上先
（売上高上位3社：構成比）

95.2%（3,060） 96.1%（3,563）

95.6%（6,697）

4.4%

3.9%

4.8%

7,003

3,708

3,216
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営
業
利
益
（
百
万
円
）

営
業
利
益
率

1.売上の増加

2.販管費の削減

営業利益・営業利益率

811438376

11.7%

11.8%
11.6%

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

H19/3中間 H20/3中間 H19/3

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%営業利益

営業利益率 営業利益増加の要因
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384百万円

438百万円

予想営業利益 Ｈ20／３中間

①

②

① 売上総利益の増加

＋51百万円

内訳

＊売上増によるもの

＋47百万円

＊売上総利益率21.0％⇒21.2％

＋4百万円

② 販管費の削減

＋3百万円

営業利益増加の差異分析

営業利益＋54百万円の主な要因
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経
常
利
益
（
百
万
円
）

経
常
利
益
率

820442380
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2,113

73

201

2,3781,876

69

0
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2,500

3,000

H19/3中間 H20/3中間 H19/3

情報ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ等
ｿﾌﾄｳｪｱ開発

2,186

2,579

（単位：百万円）

1,945
堅調に推移している。

*平成19年3月期から内部統制
システム整備の一環として受注
残高把握の厳格化を図っている。

受注残高の現状

受注残高
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中間期経営ハイライト

日中の合弁会社を設立

オフショア開発の体制整備の一環として、本年6月
に天津経済技術開発区(TEDA―Ｔianjin
Economic Technological Development Area)  
管理委員会傘下のソフトウェア開発会社、天津易
泰達科学技術有限公司(中国天津市、総経理、韓
燕来)と合弁で株式会社イーテダジャパンを設立。

* 「TEDA」は天津経済技術開発区の英文名称の
略語で、「泰達」は音訳。



Ⅱ． 平成２０年３月期業績見込
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日本経済

政府の10月月例経済報告では、「先行きについては、
企業部門の好調さが家計部門へ波及しており、国内民
間需要に支えられた景気回復が続くと見込まれる。一
方、アメリカ経済や原油価格の動向が内外経済に与え
る影響等には留意する必要がある。 」としている。

当社主力市場－金融業界

10月発表の日銀短観においても金融機関の情報化投
資は旺盛であり、特に証券業・保険業の伸びが際立っ
ているが、投資案件の選別、投資効果の見極めなどは
依然として厳しい。

平成２０年３月期の経営環境
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金融機関の情報化投資の動向

企業存続を賭けての情報化投資は必須

費用対効果や低コスト・高品質の要求が依然厳しい

生・損保業界

保険金不払い問題対応システム開発、次期システム開発

証券業界

次期システム開発、web系システム開発(ｵﾝﾗｲﾝﾄﾚｰﾄﾞ)

銀行業界

情報系システム開発、web系システム開発(web-banking)
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＊一株当たり当期純利益は、期中平均株式数（6，078，215株）で計算しております。

平成20年3月期業績予想（前年同期比）

3.7

829百万円

3.0

836百万円

営業利益

ー5.43.27.4増 減 率 ％

80.12円487百万円837百万円7,500百万円単 体

ー4.62.47.2増 減 率 ％

80.29円488百万円840百万円7,510百万円連 結

一株当たり
当期純利益

当期純利益経常利益売上高



Ⅲ．平成２０年３月期下期経営方針
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基 本 戦 略

1. マーケティング

2. 人材の育成・確保

3. 社内運営管理

4. M&A業務提携

5. 企業統治・内部統制
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１．マーケティング

金融分野を中核とした市場競争力の一層の強化

システム開発部門を、生保・損保・証券・通信・産業公共など顧客の業態
別ソリューション組織への再編により開発要員の効率的・効果的配置を
実現、上半期の金融系売上高の増加に貢献

システム開発の上流工程であるコンサルティング分野を強化し、コンサル
ティングから設計、開発、運用、保守まで一貫したシステムソリューション
を提供することで、金融システムインテグレーターとしての地位確立を目
指す

新たな事業分野の確立、中核顧客の獲得

当社のコアビジネスである金融業界向けシステム開発に並ぶ新たな事業
分野の確立及び中核となる顧客の新規獲得

ＳＩ、メーカー、ユーザとの均衡のとれた安定取引

受注におけるリスクを分散し、安定的な業績をあげるためにＳＩ、メーカー、
ユーザのバランスを考慮
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SI、メーカー、ユーザとの均衡のとれた安定的取引

595,426,182

501,058,922

ユーザ

16.7%

16.4%

3,563,243,22420.5%732,242,01062.7%2,235,572,03219年度上期

3,060,994,67724.8%759,752,75058.8%1,800,183,00518年度上期

合計メーカーSI

受注先種別の構成比

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１8年度上期

１9年度上期

ＳＩ メーカー ユーザ

（ソフトウェア開発構成比 単位：円）
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2．人材の育成・確保

「業務知識」と「ＩＴ技術」の両面を備えた技術
者の育成に注力

プロジェクトマネージャーの組織的養成
⇒「プロマネを育てよう」運動の継続

新卒者の積極的採用とスキルの高い優秀な
システム要員の中途採用を図る
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3．社内運営管理

パートナー要員の確保

パートナー要員の確保やコスト・生産性・情報管理などを徹底する
ため、営業部内に設置したパートナー推進課による適切な協力会
社管理を実施

プロジェクトマネジメントの強化・徹底

ＰＭＯ（プロジェクト・マネジメント・オフィス）、ＩＳＯの着実な展開

プロジェクトの受注から納品にいたるまでの節目ごとのプロジェクト
点検制度実施による仕損防止

コンプライアンス、セキュリティ対応の徹底

ＴＳＳ企業行動基準に基づくコンプライアンス（法令遵守）を徹底

個人情報保護法対応としてプライバシーマークの付与認定済、継
続してセキュリティを強化し情報管理を徹底
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重点市場： 金融関連市場（保険・証券・銀行等）

通信関連市場

その他既存事業と関連する市場

重点技術： オブジェクト指向技術であるJava、UMLやLinux、XML、

ネットワーク、データベース

重点市場： 金融関連市場（保険・証券・銀行等）

通信関連市場

その他既存事業と関連する市場

重点技術： オブジェクト指向技術であるJava、UMLやLinux、XML、

ネットワーク、データベース

４．M&A・業務提携

経営規模目標としての売上高100億円を目指し、さらなる
経営基盤の強化を図る

今後も当社事業と相乗効果が期待出来る分野のＭ＆Ａ
ならびに資本・業務提携、協業について継続して検討
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事業態様・事業規模に即したコーポレートガバナンスの実践

中長期的な安定成長、企業価値の増大

５．企業統治・内部統制

（1）コーポレートガバナンスの実践

（2）内部統制システムの整備

TSS企業行動基準を定め、コーポレートガバナンス、リスク

管理、内部統制の経営プロセスを整備⇒次頁会社統制ﾌﾟﾛｾｽ図
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株主

<会社統制プロセス図>

監視監視監視

企 業 経 営 者

取締役会 外部監査人監査役

TSS企業行動基準

健全な内部環境(企業倫理、職務権限規程等)

円滑な情報伝達、業務執行ラインにおける統制と監視

（財務報告の適正性に関する内部統制基盤の整備）

リ
ス
ク
管
理
・内
部
統
制

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

監査監査監査 監督監督監督 会計監督会計監督会計監督

開示・説明開示・説明開示・説明

組織に徹底組織に徹底組織に徹底

事業目的、
行動規範等の

明示、伝達

事業目的、事業目的、
行動規範等の行動規範等の

明示、伝達明示、伝達
企業風土

による規律

企業風土企業風土
による規律による規律
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当期の財政状況、利益水準、配当性向当期の財政状況、利益水準、配当性向

＜利益配分＞

会社競争力の向上

企業価値の最大化
株主各位への利益還元を図る

株主各位への長期にわたる安定的な配当

今後の事業拡大に向けた内部資金の確保

20年3月期は普通配当を増配し
年13円の配当を計画

（３）株主還元の方針



株式会社 東邦システムサイエンス

最適なシステムソリューションを

提供する高信頼度企業！
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＊本資料についてのご注意

本資料は、平成20年３月期中間業績および今後の業績見通し、経営戦略に関する情報の

提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資勧誘を目的としたものではあり
ません。
本資料に記載されている株式会社東邦システムサイエンスの将来予想に関する事項は、現

時点における情報に基づき判断したものであり、予想に内在する不確定要因や今後の事業運
営における状況変化等により変動することがあります。
なお、いかなる目的であれ、本資料を無断で複製または転送等を行わないようにお願いいた

します。


